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未 だ 検討さ れ て い な い ．今回 ， 我々 の 施設 で 数年前よ

り行 っ て き た PMX 長時 間施行 の データ を retrospec −

tive に 解析 し，長 時間施行が勧 め られ る病態や パ ラ

メ ータ ーに つ い て 検討 し た．

　L対 象］ 96 年 か ら 〔）2 年 8 月 ま で に 当 院 ICU で

PMX を施行 した 41例．男性 30例 ， 女 性 ］1例．年

齢 は 21歳 か ら 86 歳，平均 64．7歳 ．

　L結果 ， 考察］   血圧 は 2時間施行中 に 改善 し た が
，

ARDS を 合 併 し た 症 例 で は PaO 　2fFIO 　2 （P／

Fratio） の 改善は 2時問で は 認 め られ な か っ た ．  エ

ン ド トキ シ ン 誼／症救命治療研究会 の 多施設臨床研 究 の

2 時 間施行群 と比 較す る と，P／Fratioは 2 時 間後 に

は両群 と も横
．
ば い で

，
そ の 後長 時問施行群 の ほ うが よ

り高度 に 改善 した．血圧 の ．L昇 は ， 両群 とも 2 時間後

に は 同程度改善 し，
そ の 後，長時間施行群 で は終了時

ま で に ，2時間施行群 よ り大 き く改善した．  炎症残

存群で は ， 炎症除 去群 に 比 べ
， 「航圧 も P 〆Fratio も 改

善を 認 め る の に 長時間必要と し た．

S −3． エ ン ドトキシ ン陽性例 に対す る エ ン ド トキ シ ン

　　　吸着療法の有効1生
　　　　　　　　　　安宅
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・嶋岡英輝 ・徳平夏子

　　　　　　　大阪市立総合医療セ ン ター集中治療部

　グ ラ ム陰［生菌 に よ る敗 巾1症性 シ ョ ッ ク はエ ン ド トキ

シ ン の 関与が予想 され，エ ン ド トキ シ ン 吸着療 法 が施

行 さ れ て い る．し か し，血 中エ ン ド トキ シ ン 値 の 測定

が 曖昧で本治療法 の 適応基準 ， 効果判定 は未だ に確立

さ れ て お ら ず ， 臨床的 な 基準 で 開始 し て い る の が現状

で あ る．こ れ ら の 症例の 血 中エ ン ドトキ シ ン値は 開始

前か ら陰性で あ る こ とが 多く，
エ ン ド トキ シ ン が 除去

さ れ て 効果 が あ る の か どうか も曖昧で あ る．今 回，当

院で エ ン ドトキ シ ン 吸着療法施行前に 陽性 で あ っ た症

例 に つ い て 効果を検討 した．

　 ［対象 と方法］2〔〕02 年 11 月 ま で に エ ン ド ト キ シ ン

吸着療法 を行 っ た 症例 は 116 例で あ り， 施行前の比濁

時 間法 に よ る エ ン ド トキ シ ン 値が 測 定 で き た 症 例 は

68例 で あ っ た ．施行前 の エ ン ド トキ シ ン値が 1pg／

mL 以上 の 陽性 例 17例 を 対 象 に 循環 動態 の 改 善．予

後に つ い て 検討 した ．

　 ［結果 と考察］対象例 の う ち生存は 10 例 で あ っ た ，

血 中エ ン ド トキ シ ン 値が エ ン ド トキ シ ン 吸着療法施行

後 に 陰性化 した 10例は 全例循環動 態 の 改善 を認 め
，

逆 に 陰性化 し な か っ た 7 例 は 循環動態 が 改善 も 認 め ら

れ な か っ た．エ ン ド トキ シ ン 値が 本治療法 の 適応基準 ，
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効果判定 に な り う る と考 え られ る．

　 S−4． PMX 治療で の 9．　LP テ ス ト変動の 検討

　　　　　田 畑貴久 ・清水智治 ・花澤
一

芳 ・遠藤善裕

　　　　　　　　　　阿部 元 ・森 　 毅 ・谷 　 徹

　　　　　　　　　　滋賀医科大学医学部外科学講座

　（背 景）Silkworm 　Larvae　Plasma （SLP ）test は

グ ラ ム陰性菌 ・グ ラ ム 陽性菌な どの 原核細胞 の 壁成分

で あ る peptidoglycan （PG ） と ， 真 菌 中 1−3一α
一

Glucan を 測 定 す る 方法 で あ る． こ れ ま で 我々 は，

SLP テ ス トの 感染 症診断の 有用性 に つ い て 報告 し ，

重症患者で の 予後指標 と して 用 い る こ と が で き る可能

性 に つ い て 報 告 し た．今 回 ， PMX 治療 で の SLP テ

ス トの 変動 つ い て 検討 した ．

　 （方法） PMX 治療を施行 した症例 に つ い て PMX

治療前 ， 直後，24時間後の 血 中 SLP 値 に つ い て 検討

し た．

　 （結果） 巾L中 SLP 値 は ， 治療 経過 と 共 に 有 意 に 低

一
ドを認め た．死亡群 と生存群で検討す る と有意差 は認

め な い が ， 死亡群 の 方 が 最終的に高値 で 推移す る 傾向

に あ っ た ．

　 （ま と め） PMX 治療経過 中 に SLP テ ス ト を測 定 す

る こ と に よ り予後指標 と し て 評価 で き る可能性が示唆

さ れた．治療経過に て 血 ［1
．
1SLP 値 が 低 下 す る メ カ ニ

ズ ム と生体 に 対 す る 影響 に つ い て は今後検討 を行 う必

要 が あ る と考え られ た．

〈特別講演〉

　　　G −1 カラム ア フ ェ レ シ ス 治療併用 に よる

　　　　　 高 HCV 血症患者 に お ける

　　イ ン タ
ーフ ェ ロ ン ・リバ ビ リ ン治療増強 効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 澤 田康史

　　　　　　　　　　　　 兵庫医科大学消化器内科

　【日的】　高 HCV 血 症 を 伴 う C 型 慢性 肝炎 患者 に

アダ カ ラ ム 治療 を併 用す る こ と に よ り，イ ン ターフ ェ

ロ ン （IFN ） と リバ ビ リ ン の 治療効 果 を増強す る か ど

う か 検 討 し た．

　【方法】　本臨床研究前半年 以 内に施行 さ れ た 肝生検

で ，慢性肝炎 で ある こ と を組織学的 に 証 明 で き ， か つ ，

他の免疫が関与す る肝疾患群 （自己 免疫性肝 炎，原発

性胆 汁性肝硬変，原発性硬化性胆管炎 など）や悪性疾

患 を除外 で き ， genotype が 主 に lb ，（2　a ，2b で も

良 い ） の 高 ウ イ ル ス 血 症 （100KIU ／mL 以 上） と
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